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「
メ
モ
リ
ア
」に
生
か
さ
れ
て

 

司
祭 

中 

村 

邦 

介

 

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

　
立
教
女
学
院
は
、
一
八
七
七
年
に
神
田
明

神
下
（
湯
島
）
で
開
校
さ
れ
て
か
ら
、
本
年
創

立
百
三
十
周
年
を
迎
え
る
。
大
掛
か
り
な
記

念
行
事
は
今
回
実
施
し
な
い
が
、
幾
つ
か
の

こ
と
を
記
念
と
し
て
行
う
こ
と
を
決
め
た
。

　
第
一
は
、
聖
路
加
国

際
病
院
の
ご
理
解
と
ご

好
意
を
受
け
て
、「
築
地

居
留
地
校
舎
跡
記
念

碑
」
を
建
て
る
こ
と
に

な
っ
た
。
第
二
は
、『
草

創
期
の
人
た
ち
の
物

語
』
と
題
し
て
学
院
を
支
え
た
人
々
、
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
主
教
、
マ
キ
ム
主
教
、
ヘ
イ
ウ
ッ

ド
先
生
な
ど
、
先
人
た
ち
の
短
い
伝
記
を
出

版
す
る
こ
と
。
主
に
在
校
生
に
学
院
の
歴
史

を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
第
三
に
、
中
高
生
の
レ
ベ
ル
で
、「
戦

い
の
な
い
時
代
に
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
論
文
募
集
を
し
、
優
秀
作
品
を
『
提
言

集
』
に
し
て
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
第
四
は
、
来
年
度
か
ら
小
学
校
か

ら
中
高
・
短
大
ま
で
共
通
し
て
使
用
す
る

『
立
教
女
学
院
礼
拝
用
書
』
を
作
成
中
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
あ
る
意
味

で
学
院
の
一
貫
教
育
の
シ

ン
ボ
ル
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　
有
名
な
聖
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
は
、
人
間
の
精

神
の
働
き
で
最
も
核
心
的

な
も
の
を
「
メ
モ
リ
ア
」
と
呼
ん
だ
。
そ
れ
は

単
に「
記
憶
」と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
分
裂
し
た
自
己
を
再
統
合
し
、
現

在
か
ら
将
来
の
可
能
性
に
関
わ
る
も
の
で
あ

る
。記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
、神
の
恵
み
の

「
メ
モ
リ
ア
」を
深
く
受
け
と
め
て
歩
み
た
い
。

　
　
　
　
　       

　（
立
教
女
学
院
院
長
）
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◇
11
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会
の
た
め

▽
滝
乃
川
学
園
の
た
め
▽
障
害
者
週

間
の
た
め
（
11
日
～
17
日)

▽
人
権

活
動
を
支
え
る
主
日（
11
月
25
日
）

《
奉
献
先
か
ら
》

　
　
笹
島
キ
リ
ス
ト
教
連
絡
会

　
当
連
絡
会
は
、
現
在
、
名
古
屋
市

周
辺
に
て
野
宿
を
強
い
ら
れ
て
い
る

人
々
の
生
命
と
人
権
を
守
る
た
め

に
、殊
に
キ
リ
ス
ト
教
会
各
派
や
市

民
団
体
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か
け
な

が
ら
、主
に
以
下
の
よ
う
な
支
援
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。①
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
逮
捕
・
拘
束
あ
る
い
は

起
訴
さ
れ
た
野
宿
生
活
者
に
対
す
る

獄
中
支
援
と
裁
判
支
援
、②
野
宿
生

活
者
の
生
活
相
談
や
生
活
支
援
、③

２
０
０
１
年
に
当
連
絡
会
が
母
体
と

な
っ
て
設
立
し
た「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
さ
し

今週・来 週の 予 定

   １１月４日～１７日

　４（日）聖霊降臨後第２３主日

主教巡回　

　東京諸聖徒教会

　６（火）教財務サービス委員会

　８（木）正平協運営委員会

人権委員会

　　　　（聖バルナバ）

　９（金）エ教区協働委員会

広報委員会

１０（土）エ教区ボランティア

　　訪問報告会

１１（日）聖霊降臨後第２４主日

主教巡回　

　東京聖マルチン教会

１２（月）財政委員会

幼稚園委員会

１３（火）銀座朝祷会

常置委員会

１４（水）月島～特別委員会

１６（金）信徒講座：竹内司祭

ま
共
生
会
」に
よ
る
炊
出
し
、デ
イ
ケ

ア
、
住
居
提
供
等
の
活
動
に
対
す
る

援
助
。

　（
笹
キ
連
事
務
局
長 

司
祭 

野
村 

潔
）

◇
堅
信
受
領

10
月
28
日
　
小
金
井
聖
公
会
で

▽
矢
崎
歩
未
▽
田
代
絵
麻（
小
金
井
）

◆
と
こ
し
え
の
平
安

10
月
11
日
　
小
野
　
誠
一
　（
83
）
　

聖
マ
ル
チ
ン

10
月
18
日
　
柳
本
と
き
江
　（
89
）真

光

10
月
19
日
　
小
林
　
季
子
　（
93
）

　
聖
三
一

　
▽
聖
パ
ウ
ロ
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ

ン
サ
ー
ト
　
11
月
９
日
（
金
）
12
時

20
分
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＝
中
島
久

美
・
ピ
ア
ノ
＝
中
島
由
紀
。
30
分
程

度
、
入
場
無
料
。
　

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　   

（
10
月
25
日
）

＊
青
年
活
動
支
援
部
会
・
ナ
ヌ
ム
の

旅
・
信
徒
講
座
実
施
等
の
報
告
。

＊
秋
期
信
徒
講
座
の
確
認
。
来
年
度

の
新
講
座
企
画
に
対
す
る
講
師
や
講

座
に
つ
い
て
各
教
会
Ｇ
協
議
会
へ
希

望
や
提
案
を
要
請
す
る
。

＊
来
年
度
教
区
代
祷
・
信
施
奉
献
先

に
つ
い
て
協
議
（
本
年
度
分
に
「
国

際
こ
ど
も
学
校
」
を
追
加
）
。

＊
Ｓ
Ｓ
Ｓ
で
は
『
こ
ど
も
に
ゅ
ー

す
』を
12
月
９
日
に
発
行
、ま
た
新
年

餅
つ
き
大
会
を
企
画（
１
月
26
日
・
浅

草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
）。そ
の
他
。

　
　
　

　
▽
八
王
子
復
活
教
会
＝
秋
の
講
演

会
　
講
師
に
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
そ
の
他

多
分
野
で
活
躍
中
の
黒
柳
眞
理
（
黒

柳
徹
子
次
妹
）
を
迎
え
て
、「
わ
た
し

は
弱
い
時
に
こ
そ
、
強
い
」
の
演
題

で
。
11
月
17
日
（
土
）
13
時
半
～
15

時
、
入
場
無
料
（
入
場
整
理
券
、
事
前

申
込
要
）。
℡
０
４
２
（
６
４
２
）
５

１
０
５
・
FAX
…（
６
４
２
）６
３
２
２
。

　
▽
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会
主
催
イ

ン
ド
の｢

隣
人
（
と
な
り
び
と
）｣

に

聴
く
会
　
17
日
（
土
）
15
時
、
目
白

聖
公
会
で
、
入
場
無
料
。「
わ
た
し
た

ち
、
夢
を
持
ち
た
い
～
教
育
の
力
で

貧
困
の
悪
循
環
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

救
う
～
」
の
演
題
＝
イ
ン
ド
・
ク

ル
ー
ニ
ー
聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
会
２
人
の

シ
ス
タ
ー
を
迎
え
て
、
南
イ
ン
ド
の

厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
２
施
設
現
場

レ
ポ
ー
ト
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｅ
Ｓ
Ａ
ア
ジ

ア
教
育
支
援
の
会
共
催
、
環
状
Ｇ
教

会
協
議
会
後
援
。
照
会
℡
03
（
３
９

３
２
）
２
３
８
２
（
主
催
教
会
）
。

　
▽
立
教
女
学
院
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
　
25
周
年
記
念
と
し
て
「
竪

琴
を
奏
で
て
主
を
た
た
え
～
そ
の
調

べ
に
合
わ
せ
て
ほ
め
歌
え
～
」
。
中
・

高
各
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
、
小

～
短
大
各
聖
歌
隊
に
よ
り
17
日（
土
）

14
時
、
同
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
礼
拝

堂
で
。
入
場
無
料
。
照
会
℡
03
（
５
３

７
０
）３
０
３
８（
月
・
火
・
木
・
金
）
。

　
▽
下
町
教
会
Ｇ
研
修
会
　
エ
ル
サ

レ
ム
教
区
協
働
委
員
会
の
呼
び
掛
け

で
約
１
ヶ
月
間
、
同
教
区
で
聖
地
旅

行
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
し

た
参
加
者
た
ち
に
よ
る
発
題
、
後
半

は
現
地
風
ス
ナ
ッ
ク
を
つ
ま
み
な
が

ら
の
懇
親
会
＝
「
エ
教
区
訪
問
団
か

ら
学
ぶ
」
。
信
仰
と
生
活
委
員
会
後

援
。
25
日
（
日
）
15
時
半
、
浅
草
聖

ヨ
ハ
ネ
教
会
で
。
照
会
℡
03
（
３
８

０
７
）
９
９
３
７
（
幹
事
・
千
住
基
督

教
会
）。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
61

　
　「
ナ
ヌ
ム
の
旅
」
に
参
加
し
て

　　
10
月
13
日
～
17
日
、「
ナ
ヌ
ム
の

旅
」（
信
仰
と
生
活
委
員
会
主
催
）

に
参
加
し
ま
し
た
。
韓
国
の
歴
史

と
大
韓
聖
公
会
の
営
み
に
触
れ
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
タ
プ
コ
ル
公
園
や
西
大
門
刑
務
所

歴
史
館
な
ど
を
皆
で
訪
れ
、
日
韓
の

重
く
悲
し
い
歴
史
を
思
い
起
こ
す
機

会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。同
時
に
、平

和
を
求
め
る
心
に
改
め
て
思
い
を
馳

せ
る
時
と
も
な
り
ま
し
た
。
大
聖

堂
・
修
道
院
で
の
生
き
生
き
と
備
え

ら
れ
た
礼
拝
や
活
動
、
毎
週
各
地
域

で
行
わ
れ
て
い
る
家
庭
集
会
に
表
さ

れ
る
、
元
気
溢
れ
る
信
仰
生
活
に
触

れ
、励
ま
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》
　
　
　

　
　
　
　
　
目 
白 
聖 

公 

会

　
当
教
会
で
は
新
来
者
受
入
れ
の
取

組
み
と
し
て
、
従
来
の
ア
ッ
シ
ャ
ー

の
活
動
内
容
を
見
直
し
、
今
年
７
月

新
た
に
ア
ッ
シ
ャ
ー
・
ギ
ル
ド
を
創

設
し
ま
し
た
。新
組
織
の
目
玉
は
、礼

拝
出
席
者
の
受
付
や
案
内
、
礼
拝
進

行
中
の
気
配
り
や
お
世
話
な
ど
従
来

の
ア
ッ
シ
ャ
ー
の
働
き
に
加
え
て
、

新
来
者
に
対
す
る
き
め
細
か
な
配
慮

に
も
重
点
を
置
い
た
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
新
来
者
に
対
し
て
ア
ッ
シ
ャ
ー
・

ギ
ル
ド
が
継
続
的
に
働
き
か
け
、
ギ

ル
ド
全
体
で
新
来
者
の
受
入
れ
に
主

導
的
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
未
だ
試

行
錯
誤
の
日
々
で
す
が
、
韓
国
で
の

イ
ス
ル
ビ
伝
道
を
手
本
に
、
今
後
も

宣
教
の
担
い
手
と
し
て
挑
戦
を
続
け

て
行
き
ま
す
。
　  

  
(

宮
崎
慶
司)

　
ま
た
社
会
宣
教
・
福
祉
的
な
働
き

の
施
設
と
し
て
案
内
し
て
い
た
だ
い

た
タ
シ
ソ
ギ
セ
ン
タ
ー
（
路
宿
者
再

起
支
援
）
の
見
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
は
、
日
本
で
も
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
の

方
た
ち
へ
向
け
て
の
活
動
の
あ
り

方
、
行
政
等
の
対
応
や
方
策
に
つ
い

て
も
考
え
て
み
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
参
加
者
15
人
、
お
い
し
い
料
理
を

い
た
だ
き
、
賑
や
か
な
夜
の
屋
台
で

の
交
流
も
含
め
て
、
盛
り
沢
山
で
充

実
し
た
旅
で
あ
り
ま
し
た
。
韓
国
に

生
活
す
る
人
び
と
と
の
交
わ
り
を
通

し
て
、
信
仰
的
な
気
付
き
や
大
切
な

課
題
が
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
与
え
ら
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

 
  
 
  

聖
職
候
補
生
　
下
条
知
加
子

(

月
島
聖
公
会
勤
務)


